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生活福祉資金貸付制度

教育支援資金 きょういくしえんしきん

介護福祉士修学資金 かいごふくしししゅうがくしきん

新 人 職 員 紹 介

（ 臨 時 職 員 ）

①山口 あゆみ

（やまぐち あゆみ）

②梼原町文丸

③早く地域の力になれる

よう、笑顔でがんばりた

いと思います。よろしく

お願いします。

①川田 沙月

（かわだ さつき）

②高知市

③梼原に来て４年目で、ま

だ土地の名前もほとんど分

かりません。みなさん！た

くさん教えてください！社

協でお待ちしています。

②

③早く地域の力になれる

よう、笑顔でがんばりた

いと思います。よろしく

お願いします。

平成 29 年１０月 2日より、臨時職員として採用と

なった方を紹介いたします。

【自己紹介の内容】 ①名前 ②出身 ③ひとこと

福祉教育

梼原学園高齢者疑似体験

10月 12日（木）梼原学園７年生の総合学習

の時間に高齢者疑似体験を行いました。

事前に高齢者の特性を理解する学習を行

い、 高齢者の生活のしづらさ、加齢に伴う心

身機能の低下（筋力の低下、関節の動きにく

さ、難聴、白内障による色覚変化やぼやけて

見える状態など）を学びました。

疑似体験では、関節の不自由さを表現する

ためのサポーターや耳栓、メガネなどを装着

し、買い物や新聞を読む、書類を書くなどの体

験を行いました。そこで体が思うように動かな

い、人の話がよく聞こえない、文字が見えにく

いなどを体感しました。

振り返りでは体験を通し、「高齢者のことが少

し理解できた。」「普段は自分のおじいちゃん

やおばあちゃんの体の事など気にしていなか

ったが、体験をしたことで今後は、進んでお手

伝いとかしてあげたいと思えるようになった。」

等の感想を頂きました。

高齢者の理解を通して、他者を思いやる気

持ちや誰もが住みやすい地域社会づくり等、

一緒に考えていきたいと思います。

９月３日、初瀬区鷹取の家周辺の草刈りや清掃をした後４０名程で

ＢＢＱ交流会を開催しました。

初瀬の畑で採れたスイカとビールでのどを潤しながら、採れたての

新鮮な野菜と美味しいお肉を皆で和気あいあいと囲みました。

この BBQ交流会は、今年 1月に社協の提案で開催させて頂いた

東初瀬合同座談会の中で小部落から出た「自分たちだけで集まって

も少人数なので、どうせなら大勢で集まって楽しく交流できる集いの

場を設けたい！」との意見がはじまりでした。

交流会では、山々に隔てられて、普段はなかなか交流を持つこと

がない部落の皆さんも、自分たちの部落での出来事について意見

交換するなど会話が弾んでいる場面があちこちでみられ、『来年もま

た開催したい』との声も沢山聞こえていました。

始まりは小部落の一意見でしたが、多くの方が賛同してくださり、

また一つ地域の“やってみたい！”の想いが実現しました。今後はこ

の BBQ の反省会をかねて東初瀬連絡協議会で地域の事を共有す

る場を設けていく予定です。

ＢＢＱ交流会から地域のつながりを強くする集いへ

地域活動 初瀬区
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赤い羽根共同募金の助成金を活用し、実施されています。昨年はボランティアの皆様のおかげ
で計 食のまごころ弁当をお届けすることができました。今年も昨年同様、調理・配食ボランティ
アを募集しておりますので、興味のある方はぜひ社協までご連絡下さい。実行委員は、区長会長
及び各区長推薦者と協力団体の代表の計 名のボランティアで構成されています。

「まごころ弁当事業」とは

【ボランティア内容】
■町内の満 歳以上の在宅高齢者へ手作り弁当を配食
■配食時に地域の高齢者とふれあい・交流

【実施日時】
１２月１０日（日）
※詳細は、回覧でお知らせします。

【募集対象】
人との交流が好きな方！ボランティアに興味のある方！
年齢・地区・所属を問わず募集しています。

梼原での しや の き、

の思いについて

職員に を きました！

ゆす 福祉

よりお知 せ

梼原に来て最初は不安が大きかったですが、地域

の方が「いってらっしゃい」、「おやすみなさい」等

声をかけてくださって自然に受け入れてもらえて安

心して生活できています。まだ、冬を経験したこと

がないので雪が心配です（笑）。

開設まで６ヶ月を切り、施設の名称も『 ゆすはら』と決まり、

現在はデイサービスとケアハウスの担当に分かれ運用方法等について

も検討を進めています。どうしても施設となると、マイナスなイメージ

があり、閉鎖的になりあまり利用したくない、通いたくないという思い

や預けることに対して不安を持たれる方も多いのではないかと思いま

す。今回新しい取り組みとして複合福祉施設ができるという事で、そん

なイメージを払拭し、自分たちも利用したい、家族も安心して預けられ

る、また、歳をとったから行かされるや預けられるではなく、ご自身が

利用したいと思っていただけるような施設にしたいです。

0889-65-1800 FAX 0889-65-1802

他施設での研修を行わせていただき、施設の数だけ施設や職員

一人一人の想いと理想があり、施設が立地している環境にも合わ

せてその種類は様々だという事でした。職員一人一人のもつ信念

をしっかりと共有しておかないと現場でのケアの質に差が出来

てしまう、そうなってしまうと施設を利用される方々が不利益を

こうむってしまうという事を学びました。

複合福祉施設においても、一人一人の信念と施設の思いと理想を

しっかりとすり合わせていく行程を大事にしていきます。

原

梼原での
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しも つと

さん（61）
31年 まれ。梼原町 出身。

平成 29 年 3 月に の

き 用 し、 JA

で 。

り

よ り

社 になり で 日 5 も

。 に んでいる時 高 に して

いたこともあった。 での れ

れない思い出だ。

年自 を っていて し を

した。もう ができなくなるかと思って

いたが 。自分なんかでよ れば教えてあ

たいと思う。

日

方 で 42年 し、 年を に

川 き せ れる に って来た。 、自

あゆなど り で、自 が だった。

、 な まり ができ くなっ

たが がいなくなったなと る。

高 も く と の いがなかった

し い社 にもなってきている。

社協さんと わり たの どっか とこ

ないか と した時か だった。

高 時 の も た。 育

の しか の K さんを て

いたことも 時 の き思い出。高

10年く いたった時のこと、 で な

を たし、 して 。 も が きだ。

川 山 が き

優勝した時の様子▶

▼ 懐かしの親友と河原でのツーショット

の を す を て うな や

と思うた ど、 りした で 方

の分の をせないかんかった。14 ごろの

自分に よう出来んと思った。 学を し

た かないかん という ちが かっ

たき、高知の 社 で った。

み みで きよった ど、

になるつもりもなかったし くりがした

かった 、 か になる があったき、

7 年 に た。 目に きよったき

る時 社が してくれたで（笑）。

22 で 田の りして っ

た。5年かかる修 を４年 で わ せたで。

職 の も しかった。 り ちしてか

も やった ど、 をしよった あ

っという に 1日が わる （笑）

くりの が だった

でやりゆう 、 思 な が

きで をもったのが まりながよ。 前

で かする も で ないし。前 高知の

社員時 に教わった も きよった

ど、 になると を ばせんし、 きよっ

た になりす て も が うなっ

て たがよ（笑）

の が きで ろうてみたい

と思いゆう ど、教えてくれるゆう が が

きで 。 をかまえた 教えち おてゆう

てくれゆうがよ（笑）

を った 、

や んより やった方がえい！

たっ ！たったっ ！

原
う と し お

さん（73）
19年 まれ。梼原町 地出身。6

の 。梼原町の 学 を 、高知

市の 社 職。15 か 7年

た 職。 だった くりの に

くた りする。 53年に

し自分の を つ。

in in
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『 ３びきのこぶた 』

2321-1

0889-65-1235 https://www.yusuhara-shakyo.jp/

いつも梼原町社協広報誌「ゆすまいる」を見て頂きありがとうございます。「ゆすまいる」では表紙に載せる写真

を募集しています。「梼原」「笑顔」をテーマに、笑った人が写った写真、笑いたくなる写真、梼原町の景色、生き

物などの写真を提供頂けたらと思います。構わない方は社協までご連絡ください。担当：宇賀・西村・中越（悠）

１

４

３

５
６

２

表 紙 で 使 う 写 真 を 募 集 し て い ま す ！

の が「 きのこ 」の人 を いまし 。
のとある 所でア 、食 ことがある人 いるのでは
手を な （ ）と （ ）

の交流 で が われ、 が ！
で を れ の手まり。

作 の手まり。 な きい手まりです。

今梼原で最も多忙なボランティアグループといっても過言ではないでしょう。絵本の小部屋の活

動は、こども園の乳児組さんから学園の６年生まで、毎週多くの園児、児童生徒の皆さんに読み聞

かせをする活動をメインに、月に一度はみどりの家を訪問して１時間あまりのステージショーを披露

するまでに至ります。この日は、「３びきのこぶた」の人形劇や絵本の読み聞かせを行いました。

絵本の小部屋はメンバーも多才で、ギターの弾き語りやオカリナの演奏、人形劇からマジックショ

ーまで。慌ただしくも楽しい活動を長く続けております。現在の課題はメンバー集め。活動の内容に

比べて人手が足りないので、もっと多くの方に関わっていただき、ますますの発展を目指していま

す。活動内容が気になった方はお気軽にお問い合わせ頂き、月１回からでも是非参加してみてくだ

さいね！

絵本の小部屋 大村太一郎

ボランティア 絵本の小部屋

子ども，高齢者，障害者など

地域とのふれあい

主催

対象者

ねらい


